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猛
暑
と
豪
雨
そ
し
て
街
を
徘
徊

す
る
ク
マ
に
悩
ま
さ
れ
た
令
和
７

年
で
し
た
が
、会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　

今
年
度
最
大
の
行
事
で
あ
っ
た

母
校
創
立
百
周
年
事
業
も
最
終
盤

を
迎
え
、１
月
末
発
行
予
定
の
百

周
年
記
念
誌
の
刊
行
を
残
す
だ
け

と
な
り
ま
し
た
。こ
の
間
、多
く
の

会
員
か
ら
の
ご
寄
付
に
よ
り
各
種

事
業
を
予
定
通
り
に
実
施
し
、意

義
深
い
年
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。特
に
式
典
・
記
念
講
演
・
祝

賀
会
に
は
多
く
の
方
々
に
参
加
し

て
も
ら
い
、百
年
の
伝
統
を
肌
で
感

じ
ら
れ
る
充
実
し
た
機
会
と
な
り

ま
し
た
。在
学
中
の
生
徒
に
と
っ
て

も
、改
め
て
自
ら
の
足
元
を
見
直

す
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。ご
協
力
に
、厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、こ
れ
か
ら
能
代
・
山
本
地

区
で
は
高
校
の
統
合
問
題
が
本

格
的
な
議
論
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

令
和
６
年
９
月
に
示
さ
れ
た「
第
８

次
高
校
総
合
整
備
計
画
」素
案
通

り
で
あ
れ
ば
、「
能
代
山
本
地
区
高

校
３
校
を
２
校
へ
統
合
再
編
す
る
」

方
向
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、令
和

７
年
12
月
に
成
案
が
出
さ
れ
、地

域
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。役
員
会
で
は
、こ

の
事
態
へ
の
対
応
を
協
議
し
、で
き

る
だ
け
早
期
に「
能
代
の
高
校
教

育
を
考
え
る
会（
仮
称
）」を
設
置

し
、今
後
の
能
代
地
域
の
高
校
教

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
幅
広
い
層

で
議
論
す
る
場
の
設
置
を
要
望
し

て
き
ま
し
た
。そ
の
後
、能
代
市
で

は「
高
校
魅
力
化
」を
地
域
活
性

化
の
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、そ

の
た
め
の「
推
進
会
議
」を
立
ち
上

げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
方
向

性
は
私
達
が
望
む
も
の
で
も
あ
り
、

内
容
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
な
が

ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

た
だ
現
在
、同
窓
会
の
最
も
大

き
な
問
題
は
会
費
納
入
額
の
減
少

で
す
。コ
ロ
ナ
前
ま
で
は
年
額
１
６
０
万
円

程
で
し
た
が
、令
和
６
年
度
は
１
３
０
万

円
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。こ
の
額
は
、通
常

の
会
報
発
行
額
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、支

部
や
同
期
会
へ
の
援
助
を
は
じ
め
、役
員

の
派
遣
や
通
信
費
に
支
障
を
き
た
し
始

め
て
い
ま
す
。反
面
、上
記
統
合
問
題
へ
の

対
処
や
各
支
部
へ
の
援
助
な
ど
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
は
、一
定
程
度
の
資
金
が
必

要
と
な
り
ま
す
。是
非
、こ
の
事
情
を
ご
理

解
の
上
、会
費
納
入
に
ご
協
力
下
さ
い
。

　

同
窓
会
活
動
を
更
に
一
歩
進
め
る
た
め

に
、皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎日時　令和８年１月３１日（土）
　総　会　午後４時
　講演会　午後４時３０分
　　講師　菊地　郁生 氏（５２期）
　　演題　能代高校軟式野球部の軌跡（仮）
　懇親会　午後５時３０分
◎会場　プラザ都（能代市柳町）
　電話（０１８５）５４－２２４４
◎会費　6,000円（当日持参）
※当番幹事は５２期・５４期です。
参加申込は同窓会事務局または各期幹
事へ連絡してください。
同窓会事務局（能代高校内）

電話（０１８５）５４ー２２３０
ＦＡＸ（０１８５）５４ー２２３１

能代高等学校同窓会総会・
新年祝賀会のご案内

令和
８年

さ
あ
、前
に
進
み
ま
し
ょ
う

同
窓
会
会
長　

山 

本 

達 

行
（
39
期
）

創立百周年を迎えて
校長　平　川　　　研

（54 期）

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
母
校
に

対
し
て
深
い
愛
情
と
心
強
い
ご
支
援
、ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
10
日
の
創
立
百
周
年
記
念
式
典
で

は
、秋
田
県
知
事
、秋
田
県
教
育
長
を
は

じ
め
多
く
の
ご
来
賓
、同
窓
生
、保
護
者
の

皆
様
を
お
迎
え
し
、生
徒
・
教
職
員
と
と
も

に
、本
校
の
歴
史
と
伝
統
を
お
祝
い
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、記
念
講
演
で
は

山
田
久
志
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
、長
年
の

野
球
人
生
の
経
験
か
ら
、大
事
な
場
面
で
の

心
構
え
や
健
康
管
理
、準
備
の
大
切
さ
、人

と
の
出
会
い
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
、生
徒
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
大
い
に
役
立
つ
学
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
百
周

年
記
念
の
冠
を
掲
げ
て
実
施
い
た
し
ま
し

た
。5
月
、6
月
に
行
っ
た
招
待
試
合
は
、軟

式
野
球
が
昨
年
度
全
国
選
手
権
大
会
準
優

勝
の
仙
台
商
業
高
校
、硬
式
野
球
が
今
年

度
甲
子
園
に
出
場
し
た
弘
前
学
院
聖
愛
高

校
を
お
招
き
し
、全
校
生
徒
で
試
合
を
応

援
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。6
月
の
行
事
ウ

ィ
ー
ク
、校
内
体
育
大
会
で
は
記
念
種
目

と
し
て
全
校
リ
レ
ー
を
実
施
し
、能
高
祭
で

は
ス
テ
ー
ジ
上
に
百
の
数
字
を
掲
げ
、演
出

に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、お
笑
い
芸
人
ジ
ョ
イ

マ
ン
に
も
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。10

月
に
は
記
念
演
奏
会
と
し
て
秋
田
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
演
奏
を
鑑
賞
し
、生

徒
に
よ
る
指
揮
者
体
験
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

で
の
校
歌
合
唱
と
い
う
特
別
な
体
験
も
で

き
ま
し
た
。様
々
な
こ
と
を
経
験
し
、楽
し

む
こ
と
で
、生
徒
た
ち
に
と
っ
て
心
に
残
る

百
周
年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、春
か
ら
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た「
十
里
強
歩
大
会
」は
残
念
な
が
ら

中
止
と
い
た
し
ま
し
た
。県
内
で
の
ク
マ
の

出
没
が
例
年
以
上
に
多
く
、コ
ー
ス
上
で
の

目
撃
情
報
や
深
夜
の
人
身
事
故
の
発
生
な

ど
も
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、生
徒
、保
護
者
、

職
員
の
安
全
を
最
優
先
に
判
断
し
た
も
の

で
す
。楽
し
み
に
し
て
い
た
生
徒
た
ち
に
は

申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、今
年
は
能
代
高
校
に
と
っ

て
特
別
な
年
で
あ
り
ま
す
が
、生
徒
た
ち
の

夢
の
実
現
に
向
け
た
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も

続
き
ま
す
。同
窓
生
の
皆
様
に
は
、今
後
も

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
温
か
い
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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創
立
百
周
年
記
念
式
典
が
10
月
10
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら
本
校
第
１
体
育
館
で
挙
行
さ
れ

た
。
来
賓
、
全
校
生
徒
４
８
３
人
、
同
窓
生
、
旧
職

員
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
等
約
７
０
０
人
が
参
加
し
、二
ツ

井
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
徒
74
人
と
教
職
員
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
中
継
映
像
を
視
聴
し
た
。

祝
賀
会

百
周
年
記
念
誌
発
行

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

会
費
納
入
額
の
減
少
か
ら
、
事

務
局
で
は
こ
れ
ま
で
同
封
し
て
い

た
「
同
窓
会
費
納
入
者
御
芳
名
」

等
の
添
付
を
取
り
や
め
経
費
節
減

を
図
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
総
会
へ
の
提
案
は
１
月
に
な

り
ま
す
。
決
定
し
て
か
ら
の
連
絡

で
は
皆
様
へ
の
連
絡
が
１
年
遅
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る

こ
と
を
想
定
し
、
郵
便
局
や
コ
ン

ビ
ニ
の
領
収
書
の
保
存
を
お
願
い

し
ま
す
。

百周年記念招待試合結果

同
窓
会
役
員

　
（
任
期
：
令
和
５
年
９
月
23
日
～

令
和
７
年
９
月
総
会
ま
で
）

周
年
行
事
の
あ
る
年
は
翌
年
１
月
の

新
年
祝
賀
会
ま
で
延
長
さ
れ
る
の
が

恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会　

長　

山　

本　

達　

行
（
39
期
）

副
会
長　

柴　

田　

寛　

彦
（
37
期
）

副
会
長　

袴　

田　

俊　

英
（
47
期
）

副
会
長　

泉　
　
　

牧　

子
（
48
期
）

監　

査　

塚　

本　

恵　

子
（
42
期
）

監　

査　

工　

藤　

敏　

弘
（
42
期
）

監　

査　

松　

橋　

優　

悦
（
50
期
）

事
務
局　

小　

林　

勝　

平
（
33
期
）

　
　
〈　

学
校
事
務
局　

〉

総
務
主
任　

大　

山　

義　

勇
（
61
期
）

事
務
局
長　

佐　

藤　

智　

和
（
50
期
）

名
簿
担
当　

松　

岡　

浩　

行
（
55
期
）

記
念
誌
担
当　

関　
　
　

道　

弥
（
54
期
）

会
計
担
当　

梅　

田　
　
　

香
（
65
期
）

事
務
局　

関　

根　

基　

己
（
68
期
）

　

平
川
研
校
長
（
54
期
）
の
式
辞
、

山
本
達
行
実
行
委
員
長（
39
期
）の

挨
拶
、来
賓
祝
辞
、生
徒
代
表
挨
拶

の
あ
と
、
教
育
功
労
者
と
特
別
功

労
者
に
対
す
る
表
彰
状
並
び
に
感

謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

　

休
憩
の
あ
と
、
本
校
37
期
生
で

阪
急
ブ
レ
ー
ブ
ス
の
エ
ー
ス
と
し

て
“
サ
ブ
マ
リ
ン
投
法
”
で
通
算

２
８
４
勝
を
挙
げ
野
球
殿
堂
入
り

し
た
山
田
久
志
氏
が
、
硬
式
野
球

部
の
後
輩
で
あ
る
伊
藤
康
夫
（
55

期
）、
田
口
俊
成（
55
期
）両
氏
の
質

問
に
答
え
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式

で
社
会
人
野
球
や
プ
ロ
野
球
人
生

を
語
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は「
私
の
野

球
人
生　

栄
光
に
近
道
な
し
」。

　

山
田
氏
は
「
人
生
を
振
り
か
え

る
と
、
私
は
人
と
の
出
会
い
に
恵

ま
れ
た
。
両
親
や
指
導
者
な
ど
プ

ロ
入
り
に
は
出
会
い
が
大
き
か
っ

た
。
何
事
も
達
成
す
る
た
め
に
は

健
康
と
準
備
が
大
事
で
、
良
い
結

果
が
出
せ
る
と
思
う
」
と
語
り
か

け
た
。

　

祝
賀
会
は
午
後
６
時
か
ら
柳

町
の
プ
ラ
ザ
都
で
行
わ
れ
た
。
３

階
樹
海
の
間
を
最
大
の
ス
ペ
ー
ス

に
広
げ
て
使
用
し
21
の
円
卓
に
約

軟式野球部の試合結果（令和７年５月30日㈮）

硬式野球部の試合結果（令和７年６月２日㈪）

１
７
０
人
が
思
い
出
を
語
り
合
っ

た
。

　

こ
れ
ま
で
20
年
近
く
同
窓
会
報

「
松
陵
」
の
編
集
を
担
当
し
て
き

た
事
務
局
の
小
林
勝
平
氏
（
33
期
）

は
、「
メ
ー
ル
で
連
絡
を
と
る
だ
け

だ
っ
た
北
海
道
支
部
事
務
局
長
の

大
槻
政
哉
氏
（
58
期
）に
は
じ
め
て

会
え
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。
大
槻

氏
は
、
会
場
内
の
あ
ち
こ
ち
で
写

真
を
撮
っ
て
い
る
人
を
見
て
、
こ
の

人
が
小
林
さ
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て

声
を
掛
け
た
の
だ
そ
う
だ
。

　

こ
れ
ま
で
式
典
当
日
に
発
行
し

て
い
た
記
念
誌
は
、
今
回
は
式
典

当
日
の
内
容
も
入
れ
て
、
来
年
１

月
末
に
発
行
で
き
る
よ
う
に
、
作

業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

創立創立100100周年記念式典周年記念式典
百代脈打つ  至誠の輪

み空に満たせ  松陵の風
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同窓会会計報告

令和７年３月卒業生 進路状況一覧

生　徒　数
男 女 計
88 97 185

大 学
国公立 36 39 75
私　立 34 29 63

短 大
国公立 0 4 4
私　立 0 3 3

専修・各種学校 2 11 13
就  職 11 8 19
そ の 他 5 3 8

　

今
年
度
の
県
高
校
文
化
連
盟
主

催
県
高
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
、本
校
新
聞
部
が
発
行
し
た「
校

友
時
報
」（
第
３
０
５
号
）が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。紙
面
か
ら
生

徒
の
活
躍
に
つ
い
て
の
記
事
を
抜
き

出
し
、紹
介
し
ま
す
。　

足
立
藍
さ

ん（
３
Ｅ
）は
、

昨
年
10
月
の

全
日
本
Ａ
Ｒ

Ｄ
Ｆ（
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
方

向
探
索
）
競

技
大
会
Ｗ
19
ク
ラ
ス（
女
子
20
歳

未
満
）の
３
・
５
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
帯
ク
ラ

シ
ッ
ク
競
技
で
優
勝
、１
４
４
メ
ガ
ヘ

ル
ツ
帯
同
競
技
で
準
優
勝
と
い
う

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
た
。そ
し

て
、今
年
８
月
16
日
か
ら
リ
ト
ア
ニ

ア
で
開
催
さ
れ
た
第
22
回
世
界
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｆ
競
技
大
会
に
日
本
代
表
と

し
て
出
場
し
た
。本
校
の
無
線
部
か

ら
世
界
大
会
に
出
場
が
決
ま
っ
た

の
は
平
成
30
年
以
来
の
快
挙
で
あ

る
。世
界
大
会
の
出
発
前
に
お
話
を

伺
っ
た
。

　
「
入
部
し
た
と
き
か
ら
の
目
標
で

あ
る
全
国
大
会
優
勝
と
世
界
大
会

出
場
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、と

て
も
嬉
し
い
」と
語
る
足
立
さ
ん
。

全
国
で
勝
ち
進
ん
で
い
く
た
め
に
、

筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
無
線
の
音
を

聞
き
分
け
る
練
習
を
し
て
き
た
と

い
う
。思
っ
た
通
り
の
結
果
に
な
ら

ず
悩
む
こ
と
も
あ
っ
た
が
、無
線
部

の
仲
間
が
励
ま
し
て
く
れ
た
こ
と

や
、「
世
界
大
会
出
場
」と
い
う
目
標

が
あ
っ
た
こ
と
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

維
持
に
つ
な
が
っ
た
そ
う
だ
。

　

中
学
校
時
代
は
卓
球
部
に
所
属

し
て
い
た
が
、先
輩
が
世
界
大
会
に

出
場
し
た
こ
と
を
知
り
、自
分
も
同

じ
舞
台
で
活
躍
し
た
い
と
思
い
無

線
部
に
入
部
し
た
と
い
う
。「
範
囲

が
広
い
分
体
力
が
必
要
に
な
り
大

変
だ
が
、と
に
か
く
走
っ
て
受
信
機

を
探
す
こ
と
や
、競
技
中
に
、受
信

機
が
ど
こ
に
あ
る
か
、ど
う
や
っ
て

探
せ
ば
良
い
の
か
を
考
え
る
こ
と
が

無
線
競
技
の
魅
力
だ
」と
笑
顔
で
語

っ
た
。

　

座
右
の
銘
は「
猪
突
猛
進
」。ど
ん

高
い
志
を
胸
に

世
界
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
競
技
大
会
出
場

平
成
30
年
以
来
の
快
挙

□ 令和７年度 同窓会経常費予算
（1）収　入

項　目 令和７年度予算額 令和６年度予算額 比較増減 摘　要
1 繰 越 金 525,548 1,665,228 △ 1,139,680
2 入 会 金 1,447,200 1,432,800 14,400 7,200円×201名
3 会 費 1,300,000 1,450,000 △ 150,000 2,000円×650名
4 寄 付 金 1,000 1,000 0
5 そ の 他 252 772 △ 520 預金利息等

合　計 3,274,000 4,549,800 △ 1,275,800

（2）支　出
項　目 令和７年度予算額 令和6年度予算額 比較増減 摘　要

1 会 議 費 400,000 400,000 0 各支部総会出席費用等
2 慶 弔 費 10,000 10,000 0 電報等
3 卒業関係費 120,000 120,000 0 入会記念品

4 通信印刷費 1,300,000 2,200,000 △ 900,000
会報印刷・発送費、
はがき、新聞広告

5 事 務 費 10,000 10,000 0 事務用品
6 寄 付 金 1,000,000 1,000,000 0 能代高校教育振興会へ

7
同窓会活動
促 進 事 業

260,000 560,000 △ 300,000

8 事 業 費 40,000 40,000 0 インターネット利用料
9 会費振込手数料 130,000 160,000 △ 30,000 会費収入×10%
10 予 備 費 4,000 49,800 △ 45,800

合　計 3,274,000 4,549,800 △ 1,275,800

□ 令和６年度グローバル人材育成基金会計
令和７年８月31日現在

収入の部
項　　　目 ６年度決算額 摘　　　　要

繰 越 金 10,427,226
寄 付 金 1,000 郵便振替　１件
雑 収 入 14,736 預金利息

合　　　計 10,442,962

支出の部
項　　　目 ６年度決算額 摘　　　　要

事 業 費 1,034,635
1. 補　　　　助 1,034,635 ARDF世界選手権出場経費

振 込 手 数 料 100 郵便振替　100円
合　　　計 1,034,735

　　　　 収入総額　　　　　 支出総額　　　　　  残高

10,442,962 ー 1,034,735 ＝ 9,408,227 (次年度繰越金)

在
校
生
の

躍
活

□ 令和６年度 同窓会経常費決算
　 （令和６年９月１日から令和７年８月31日まで）

収入の部
項　目 ６年度予算額 ６年度決算額 比較増減 摘　要

1 繰 越 金 1,665,228 1,665,228 0

2 入 会 金 1,432,800 1,418,400 △ 14,400 7,200円×197名

3 会 費 1,450,000 1,310,000 △ 140,000
郵便局888,000円、
コンビニ422,000円          

4 寄 付 金 1,000 140,723 139,723
秋田支部解散に伴う
寄付140,723円

5 そ の 他 772 360,311 359,539
百周年記念事業から
補填353,418円など

合　計 4,549,800 4,894,662 344,862

支出の部
項　目 6年度予算額 6年度決算額 比較増減 摘　要

1 会 議 費 400,000 323,911 △ 76,089

2 慶 弔 費 10,000 17,280 7,280

3 卒業関係費 120,000 118,162 △ 1,838 入会記念品

4 通信印刷費 2,200,000 2,553,418 353,418
会報印刷・発送費、
新聞広告

5 事 務 費 10,000 4,353 △ 5,647

6 寄 付 金 1,000,000 1,000,000 0 教育振興会へ

7
同窓会活動
促 進 事 業

560,000 214,410 △ 345,590
東京同窓会懇親会、
北海道支部総会、
県庁能高会総会

8 事 業 費 40,000 38,280 △ 1,720 インターネット利用料

9 会費振込手数料 160,000 99,300 △ 60,700
郵便局44,322円、
コンビニ54,978円

10 予 備 費 49,800 0 △ 49,800

合　計 4,549,800 4,369,114 △ 180,686

《差引残高》　　  収入　　　　　　　支出　　　次年度への繰越金
　　　　　　4,894,662 ー 4,369,114 ＝ 525,548

Ⅱ.基金
種　類 令和6年度決算 平成5年度決算 摘　要

1 秋田銀行積立 21,694,368 31,683,879
R7.2.13.百周年用に
1,000万円引き出し

2 秋田銀行定期 892,822 892,633 利息 　189円

3 秋田銀行定期 1,007,594 1,007,381 利息 　213円

4 秋田銀行普通 2,128,162 2,125,611 利息 2,551円

合　計 25,722,946 35,709,504
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支
部だよ

り

県
庁
能
高
会
総
会

　

７
月
10
日（
木
）

　

ア
キ
タ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

　

来
賓
を
含
め
参
加
者
26
名
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。山
木
將
弘
会
長

（
53
期
）の
挨
拶
の
後
、平
川
研
校
長

（
54
期
）か
ら
学
校
の
近
況
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。続
い
て
山
本
逹
行
同

窓
会
長（
39
期
）が
祝
辞
を
述
べ
、お

忙
し
い
な
か
駆
け
付
け
て
い
た
だ
い

た
薄
井
司
県
議（
49
期
）の
乾
杯
で

懇
談
が
始
ま
り
ま
し
た
。若
い
会
員

が
多
い
非
常
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

会
で
、県
庁
職
員
ら
し
く
秋
田
県
の

未
来
を
語
る
様
子
に
、大
い
に
励
ま

さ
れ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

（
会
長  

山
本
逹
行
）

東
京
同
窓
会
総
会

　

10
月
４
日（
土
）

　

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

　

総
数
90
名
の
参
加
者
を
も
っ
て

開
か
れ
ま
し
た
。今
年
は
初
参
加
者

が
14
名
と
例
年
よ
り
多
く
、20
代
の

参
加
者
も
３
名
お
り
ま
し
た
。大
高

忠
勉
さ
ん（
62
期
）の
司
会
の
も
と
、

吉
田
真
由
美
会
長（
46
期
）の
挨
拶
、

山
本
逹
行
本
部
会
長（
39
期
）の
祝

辞
の
後
、高
橋
弘
志
氏（
66
期
）を
議

長
に
今
年
度
の
活
動
・
収
支
決
算
並

び
に
来
年
度
の
方
針
・
予
算
と
個
人

情
報
保
護
規
程
類
の
改
定
に
つ
い
て

審
議
し
、原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
個
人
情
報
保
護
規
程
に
つ

い
て
は
、本
部
で
も
明
文
化
す
べ
き

と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
大
い

に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。総
会
後
、

73
期
の
大
石
大（
本
名 

大
石
和
大
）

さ
ん
に
よ
る「
小
説
家
と
い
う
仕

事
」と
い
う
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。こ

れ
ま
で
に
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
５
作

品
を
刊
行
し
て
お
り
、能
代
高
校
山

岳
部
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
小
説
家
を

志
し
た
い
き
さ
つ
、能
代
へ
の
思
い

を
込
め
た
作
品
の
こ
と
な
ど
興
味

深
い
内
容
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、平
川
研
校
長
先
生

（
54
期
）か
ら
母
校
の
近
況
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
年
は

創
立
百
周
年
の
お
祝
い
気
分
に
あ
ふ

れ
た
会
と
な
り
、同
期
と
再
開
を
喜

な
に
難
解
で
も
ど
ん
ど
ん
突
き
進

ん
で
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。一
つ
の
目
標
に
向
か
っ

て
ひ
た
む
き
に
努
力
す
る
足
立
さ

ん
ら
し
い
言
葉
で
あ
る
。

　

リ
ト
ア
ニ
ア
で
楽
し
み
な
こ
と

を
伺
う
と
、「
様
々
な
国
籍
の
人
と

一
緒
に
競
技
で
き
る
こ
と
」だ
と
い

い
、「
刺
激
を
も
ら
い
な
が
ら
競
技

に
臨
み
、全
力
で
楽
し
み
た
い
」と

笑
顔
を
見
せ
た
。ま
た
、「
全
国
大
会

で
優
勝
し
た
と
き
、先
生
も
家
族
も

皆
が
喜
ん
で
く
れ
た
。感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、精
一
杯
頑
張
り
た
い
。

目
指
す
の
は
優
勝
！
」と
意
気
込
ん

だ
。

（
事
務
局
注　

足
立
藍
さ
ん
は
見
事

３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
）

　

林
和
佳
奈

さ
ん（
３
Ｅ
）

に
お
話
を
伺

っ
た
。今
年
３

月
に
大
阪
で

開
催
さ
れ
た

第
12
回
ナ
レ

ッ
ジ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
の

高
校
生
ア
イ
デ
ア
部
門
に
出
場
し
、

優
秀
賞
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を

残
し
た
。

　

ナ
レ
ッ
ジ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ

ー
ド
は
、産
業
創
出
や
人
材
育
成
を

目
指
し
、斬
新
な
ア
イ
デ
ア
や
活
動

を
表
彰
し
て
社
会
に
発
信
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

先
輩
の
合
格
体
験
講
話
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
関
す
る
探
究
ア
ワ
ー
ド
の
お

話
が
あ
り
、自
分
も
参
加
し
て
み
た

い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
と

い
う
。「
ス
タ
ー
ト
は
小
さ
な
目
標

だ
っ
た
が
、そ
れ
が
探
究
の
優
秀
発

表
に
つ
な
が
り
、最
終
的
に
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
で
優
秀
賞
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
嬉

し
い
」と
喜
び
を
に
じ
ま
せ
た
。

　

林
さ
ん
が
出
場
し
た
高
校
生
ア

イ
デ
ア
部
門
は
、
未
来
の
仕
事
に

つ
い
て
考
え
る
部
門
で
、林
さ
ん
は

「
目
指
せ
Ｄ
Ｒ
Ｒ（
減
災
）！
空
間

創
出
デ
ザ
イ
ナ
ー
」と
い
う
テ
ー
マ

を
掲
げ
発
表
し
た
。

　

美
術
部
員
で
あ
る
林
さ
ん
は
、過

去
に
自
宅
周
辺
が
浸
水
し
て
避
難

を
し
た
経
験
が
あ
り
、「
周
囲
の
環

境
の
色
味
と
人
々
の
心
理
を
結
び

つ
け
る
こ
と
で
、避
難
生
活
の
質
を

向
上
で
き
る
の
で
は
」と
考
え
、こ
の

テ
ー
マ
で
の
探
究
活
動
を
進
め
た
と

い
う
。

　

林
さ
ん
は
、「
色
合
い
・
明
度
・
広

さ
」の
３
つ
の
観
点
か
ら
探
究
活
動

を
進
め
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ

ン
グ
を
活
用
し
た「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

ス
ペ
ー
ス
」を
見
い
だ
す
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
の
最

終
審
査
会
に
向
け
て
、カ
ラ
オ
ケ
で

発
表
の
練
習
を
し
た
と
い
う
。「
音

響
設
備
が
整
っ
て
い
て
、人
目
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
練
習
で
き
た
」と

話
し
て
い
た
。

　

大
学
で
は
心
理
学
や
芸
術
学
な

ど
自
分
の
得
意
分
野
の
学
び
を
深

め
て
い
き
た
い
と
語
っ
た
林
さ
ん
。

将
来
は
起
業
し
て
、災
害
時
で
も
日

常
生
活
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
な

商
品
づ
く
り
を
し
た
い
と
熱
意
を

見
せ
た
。

　

足
立
さ
ん
も
林
さ
ん
も
、現
状
に

満
足
す
る
こ
と
な
く
も
っ
と
高
み

を
目
指
し
て
努
力
を
続
け
よ
う
と

す
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。明
確
な

目
標
を
も
ち
、粘
り
強
く
取
り
組
む

こ
と
が
成
功
の
カ
ギ
な
の
だ
ろ
う
。

ぶ
な
ど
世
代
を
超
え
て
交
流
す
る

様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。恒
例
に
よ

り
校
歌
を
４
番
ま
で
斉
唱
し
た
後
、

高
田
政
勝
さ
ん（
32
期
）に
よ
る
万

歳
三
唱
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

（
東
京
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

北
海
道
支
部
総
会

　

10
月
18
日（
土
）

　

三
川
屋
会
館

　

９
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。百
周

年
記
念
式
典
に
ご
出
席
く
だ
さ
っ

た
大
槻
政
哉
事
務
局
長（
58
期
）の
、

母
校
愛
あ
ふ
れ
る
挨
拶
に
始
ま
り

ま
し
た
。式
典
当
日
、国
道
か
ら
母

校
に
通
じ
る
道
を
、詰
め
襟
の
男
子

学
生
が
誘
導
す
る
、そ
の
光
景
の
感

動
で
す
。「
軟
式
野
球
部
の
生
徒
た

ち
が
、ま
っ
す
ぐ
の
視
線
と
大
き
な

声
の
連
携
プ
レ
ー
で
、駐
車
場
へ
と

誘
導
し
て
く
れ
ま
し
た
」と
の
こ
と
。

　

懇
親
会
は
、記
念
式
典
と
、県
教

委
が
示
し
た
高
校
再
編
の
話
題
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。母
校
の
存
続

に
、自
称
？
歌
舞
伎
顔
し
た
石
塚
善

宏
氏（
60
期
）が
、「
同
窓
会
、頑
張
ろ

う
！
」と
大
き
な
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

北
の
大
地
に
集
っ
た
松
陵
健
児
の

皆
さ
ん
。身
寄
り
や
人
脈
も
な
い
地

で
、ご
自
身
の
チ
カ
ラ
だ
け
で
、今
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
得
、力
強
く
生
き
る

方
々
で
す
。松
陵
の
風
は
、遠
き
地
に

も
、至
誠
力
行
の
種
を
運
ん
で
く
れ

ま
し
た
。と
て
も
楽
し
く
、ま
た
有

意
義
な
北
海
道
支
部
総
会
で
し
た
。

（
副
会
長  

泉
牧
子
）

ナ
レ
ッ
ジ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド

高
校
生
ア
イ
デ
ア
部
門
優
秀
賞
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